
Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４

小４
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(64.3)
<+0.3>
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（58.0）
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59.2

(61.1)
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59.4
（61.3）
〈-1.9〉

56.7
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(63.8)
<-0.4>

61.8
（63.1）
〈-1.3〉
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〈-2.8〉
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50.0

(55.7)
<-5.7>

54.8
（60.0）
〈-5.2〉

52.6
（55.9）
〈-3.3〉
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【正答率一覧】 上段：行田市 中段：（埼玉県） 下段：＜比較＞ 矢印： 学力の伸び  

［ ］：昨年度と比較し、県と差が縮まっているもの 網掛け：県平均を上回っているもの 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度 埼玉県学力・学習状況調査結果【行田市】 

 
調 査 の 目 的 

児童生徒の学力や学習に関する事項等を把握することで、教育施策や指導の工夫改善を図り、児童生

徒一人一人の学力を着実に伸ばす教育を推進する。 

児童生徒たちが現在の実力を知り、「どれだけ自分が伸びたか」を実感するとともに、自分をさらに

伸ばし、自分のよさを活かしていけるような教育を進めるために、「学力の伸び」を測ることができる

「教科に関する調査」、学習に対する意欲や学習方法、さらに家庭での生活習慣等に関する「質問調査」

のほかに、各教育委員会や各学校の取組についての「質問調査」を実施する。 

教 科 に 関 す る 調 査 結 果 
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小４
63.5

(64.2)
<-0.7>

68.1
（69.9）
〈-1.8〉

61.3
（63.0）
〈-1.7〉

小５
60.9

(61.7)
<-0.8>

57.9
（61.6）
〈-3.7〉

62.0
（63.0）
〈-1.0〉

小６
58.6

(59.0)
<-0.4>

60.1
（60.9）
〈-0.8〉

59.4
（59.8）
〈-0.4〉

中１
58.8

(60.2)
<-1.4>

58.5
（59.4）
〈-0.9〉

56.4
（57.7）
〈-1.3〉

中２
55.8

(58.6)
<-2.8>

58.5
（59.1）
〈-0.6〉

48.8
（52.7）
〈-3.9〉

中３
53.1

(57.7)
<-4.6>

56.1
（58.1）
〈-2.0〉

54.6
（57.1）
〈-2.5〉
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